
金
四
叩
古
政
志
品
世
四

の
瞬
、
大
工
小
屋
の
釜
屋
よ
り
出
火
し
.
桜
門
と
共
K
焼
失
す
。
是

燈
盟加
殴
械
の
前
兆
・な
り
と
、
後
民
世
人
共
い
ひ
ιな
し
た
り
。

O
金

谷

門

此
の
門
は
金
谷
出
丸
の
門
也
。
金
披
深
秘
鍬
に
、
昔
は
金
谷
門
遜
往

来
之
山
K
候
成
、
城
中
与
相
成
、
金
谷
屋
敷
樹
立
候
故
、
往
来
停
止

相
成
候
由
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
花
、
政
長
の
金
保
城
古
闘
に

は
、
金
谷
出
丸
の
地
悉
く
町
地
に
て
、
南
町
堤
町
等
敷
町
此
の
地
に

あ
り
て

、
共
の
頃
は
金
谷
門
法
往
来
な
り
し
と
い
ふ
も
さ
も
あ
る
べ

し。

一州
志
来
図
概
覧
に
も
、
党
武
十
二
年
以
前
金
屋
川
も
金
谷
門

溢
陀
在
り
と
。
叉
金
津
細
見
回
諮
医
、
中
品
来
十
二
年
の
火
災
の
後
、

金
庫
屋
敷
の
地
K
有
り
し
泊
り
町
北
ハ
、
外
へ
迫
ひ
出
さ
る
。
と
い
へ

り
。
さ
れ
ば
此
の
時
出
丸
に
成
り
た
り
し
と
聞
ゆ。

E
細
は
金
谷
の

俊
民
献
す
。

O
松

原

屋
敷

此
の
地
は
玉
泉
院
丸
と
北
，
丸
椛
現
訟
と
の
聞
な
る
山
倫
に
て
、叫間現

訟
の
下
，
持
一
右
術
門
坂
の
傍
陀
笛
れ
り
。
古
よ
り
松
郎
屋
敷
と
稀
す

れ
ど
.
法
長
の
金
海
域
古
聞
に
は
、
桂
省
隼
人
と
記
帥
相
す
れ
ば
‘
葛

悠
隼
人
昌
俊
の
想
郷
な
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
三
州
芯
来
図
概
党

中
図
氷
見
庄
池
田
村
↓
築
一-鐙
於
小
浦
山
-
居
住
云
ぺ
朝
{一四
七
代
孫
三

普
石
見
守
光
町
出
。
嵐
ι
子
能
州
円
同
山
家
-戦
功
有
ν
之
云
ぺ
光
庇
子
小
浦

石
見
守
一
昨
寸
.
一
冗
組
以
来
代
々
居
-
住
小
捕↓

以
=
在
名
-
第
一
己
都
…鋭
↓
天
正

四
年
同
制
昌子
移
低
簸
質

問

六

年
謙
信
卒
去
。
以
後
鹿
a

佐
k

内
誠
助
成

政
吋
同
十
三
年
成
政
退
恥
叫
越
中
↓
依
v
之
去
=小
浦
箆
↓
同
十
五
年
秀
吉

公
以
=肥
後
図
-
m
剛
=
成
政
↓
工
寸
亦
随
=
成
政
-
移
ζ

肥
後
熊
本
一
同
十
六
年

四
月
成
政
於
島
…
州
尼
ケ
崎
-
自
答
d

共
柑
世
肉
r-一居
期
左
術
門
校
家
中
ブ
文

株
二
年
移
J-一能
州
組
問
咋
郡
飯
山
一
剃
髪
掛
伊
松
原
雌
円
{
友
元
和
元
年
二
月

病
死
.
行
年
六
十
九
.
一
守
子
松
原
内
匠
。
幼
少
之
時
錆
v
質
居
一-一経信

之
総
↓
綾
信
卒
去
後
蹄
=
越
中
小
浦
↓
後
奥
v
父
共
脇
i

佐
々
成
政
日
成
政

死
後
在
a

越
後
刻
家
↓
栴
ι一富
岡
震
右
街
門
?
後
改
z
松
原
内
匠
↓
陸
長
十

六
年
仕
昌
子
瑞
市
公
↓
叩
糊
乙
ニ
百
石
プ
後
加
思
百
石
.
至
=
微
妙
公
代
↓
大

坂
陣
供
出
砂
・
退
h
k

加
恩
賜
a
千
六
百
石
ユ
E

h

k

・
と
紀
さ
る
。
=
一州
志
古

城
考
越
中
国
射
水
郡
南
僚
保
飯
久
保
村
古
城
跡
の
僚
に
、
相
伴
小
浦

石
見
守
一
守
秘
ν
之
と
。
一
守
は
高
山
氏
の
族
也
。
一
脚
保
氏
容
に
鴎
し

訴
功
あ
り
・
後
民
政
信
陀
印
刷
す
。
天
正
十
一
年
佐
々
成
政
に
邸
し
、

三
警
石
見
守
と
改
む
。
翌
十
二
年
加
州
に
来
る
。
此
の
子
松
原
内
陸

瑞
飽
公
民
経
仕
し
.
三
百
石
を
川
棚
ム
。
と
い
へ

p
。
平
次
按
宇
る
に
.

金
部
官
邸
志
巻
四

四
回

附
録
医
、
松
原
鉱
は
来
図
知
れ
宇
。
松
原
口
門
K
あ
る
を
以
て
此
の

第
名
あ
る
か
。
と
い
へ

り
。
金
城
深
秘
鍬
に
も
、
昔
松
原
町
よ
り
金

谷
七
十
附
門
鑑
ま
で
松
原
友
り
し
山
。
松
山
屋
敷
と
名
付
け
し
は
‘

松
原
を
は
後

K
闘
ひ
込
み
、
松
原
屋
敷
と
い
へ
る
放
と
。

平
次
校
宇

加
府
事
迩
賀
鍛
に
、
昔
城
地
に
本
版
寺
あ
り
し
頃
は
、
今
の

御
門
前
町
不
問
門
の
前
通
り
を
松
原
町
と
紛
す
。
共
頃
は
此
溢
町
制柚

る
陀

に
て
‘
松
原
な
り
し
放
に
町
名
と
す
。
不
開
門
の
本
名
を
松
原
口
門

と
呼
ぺ
る
も
此
故
た
り
。
と
い
へ
り
。

此
の
体
設
陀
綴
れ
ば
・
松
原

信
数
の
名
は
、
い
に
し
へ
此
の
地
溢
松
原
た
り
し
放
に
開
閉
す
る
か
と

の
設
・
さ
も
あ
る
べ
く
先
ゆ
o
m口
家
見
聞
集
k
d
A
文
三
年
八
月
松
原

屋
敷
石
垣
修
終
始
り
、

十
月
出
来
。
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
又
三
州

芯
来
図
統
覚
附
録

K
・
松
原
第
、

-
舎
に
松
原
内
匠
共
の
初
め
此
の

地
陀
居
す
と
い
へ
り
と
。
平
次
按
宇
る
に
‘
気
文
J
s
一
年
松
原
則
肌
右

術
川
由
紺
岐
に
、
組
父
松
岡
山
内
匠
能
、
消
閉山
公
民
長
十
六
年
に
被
為
H

尚
一
四
百
石
被
ν
下
。
共
後
微
妙
公
ね
御
率
公
仕
・
御
加
忠
岡
皮
細
川
合
六

百
石
奔
償
仕
・
寛
永
七
年
病
死
仕
。
と
あ
り
o
松
原
系
闘

K
・
元
組

三
車
白
石
見
守
朝
宗
.
鎌
倉
将
軍
家
間
住
所
執
事
三
善
阪
信
入
道
警
備

之
末
孫
4

而
京
都
胸
骨
鼎
殺
尚
公
時
代
山
間
安
年
中
s

従
恥
川
後
図
由
来
扇子
越

州
志
民
総
す
る
趣
‘
松
原
系
闘
と
削
慨
す
。
利
長
卿
の
宮
山
養
老

附
士
艇
に
、
御
馬
姐
衆
三
百
石
松
原
次
郎
右
術
門
と
見
h
た
る
入
、

若
し
く
は
松
原
内
匠
が
事
友
ら
ん
か
o
若
し
同
人
友
ら
ば
、
初
め
次

郎
右
術
門
と
綿
し、

共
の
後
内
陸
と
改
栴
し
た
る
な
る
べ
し
。
但
し

艇
長
十
六
年
民
奉
仕
せ
し
人
主
ら
ば
‘
利
長
卿
既
に
越
中
高
岡
に
在

披
中
に
て
、
金
俸
に
第
地
を
賜
ふ
べ
き
よ
し
な
し
。
殊
陀
少
身
と
い

ひ
新
庄
の
士
な
れ
ば
.
城、脳
内
に
哲
第
あ
る
べ
き
由
注
し
。
松
即
座

敷
の
名
K
桜
り
て
の
附
品
目
た
る
べ
し
。

O
葛
巻
隼
人
昌
俊
蓄
第

同
院
長
の
金
調
陣
按
古
固
に
、
北
，丸
の
続
き
松
原
屋
敷
の
地
を
枝
容
隼

人
と
紀
織
す
。
桂
悠
は
背
骨
迩
た
り
。
中
品
延
三
年
七
月
深
山
安
良
が
拠

越
せ
し
話
各
昌
俊
基
碑
文

K
云
品
。
君
姓
大
野
木
.
共
始
出
ν
自一
』山市和

源
氏
一
名
品
俊
.
稚
宇
都
脚
十
郎
。
長
総
a

隼
人
で
ま
計
菜
子
.
而
以
岨天
正

三
年
-
縫
失
-
共
父
磁
死
・
君
幼
而
孤
。
口
出
品
荊
浅
見
新
右
術
門
携
a
君
母
-

徒
一-一越
前
州
↓
越
士
葛
巻
十
右
術
門
新
築
ν
偶
・
唯
省
=
一
女
γ
政
界
婆

iz

之
母
一
君
亦
除
ν
山河
随
お
.
十
お
術
門
間
無
v
倒
。
鞠
ν
君
配
v
女
・
以醐情
C

北ハ

家
↓
是
以
途
菅
=葛
晶
也
氏
-
云
・
点
。
君
年
十
六
.
甫
謁
a
瑞
飽
会
於
越
中
守

山
↓
賜
=伴
百
五
十
石
↓
文
総
二
年
加
=回
二
百
石
↓
民
長
凶
年
後
加
乙
一

四
五




